
名

詞

現

の

的

表

「
名
詞
的
表
現」
と
こ
こ
で
い
う
の
は 、
ふ
つ
う
は
名
詞
句
な
ど
と
呼
ば

れ
る
も
の
に
あ
た
る
ば
あ
い
が
多
い 。
「
私
ノ
本」
「
住
宅
/
申
込
ミ」

「
人

ノ
多
サ」
「
彼
ガ
今
度
買
ッ
タ
自
動
車」
な
ど
は 、
も
ち
ろ
ん
こ
と
で
い
う

名
詞
的
表
現
に
は
い
る 。
「
西
ド
イ
ツ
ノ
M
市 、
コ
コ
ヘ
我
ガ
社
/
若
イ
工

員
ガ
毎
年
十
名
ズ
ツ
派
遣
サ
レ
テ
イ
7
ス
」
の
「
西
ド
イ
ツ
ノ
M
市」 、
「
伊

藤
サ
ン
/」
「
ブ
ロ
ン
ド

色
/
落
葉
ヨ

」
な
ど
も
含
め
ら
れ
る 。
ほ
ん
と
う

は 、
名
詞
旬
と
い
う
と
と
ば
を
使
い
た
か
っ
た 。
し
か
し 、
句
と
い
う
こ
と

ば
を 、
私
は
別
の
と
こ
ろ
で
あ
る
定
義
の
も
と
に
使
っ
て
い
る 。
そ
れ
で 、

や
む
を
え
ず
こ
こ
で
は
そ
れ
を
避
け
て 、
苦
し
ま
ぎ
れ
に
表
現
と
い
う
こ
と

ば
を
使
っ
た 。

い
わ
ゆ
る
述
語
文
の
組
み
立
て
に
参
加
し
て
い
る 、
い
ろ
い
ろ
の
要
素
(
成

分)
の
結
び
付
き
方
に
は 、
い
く
つ
か
の
段
階
を
認
め
る
乙
と
が
で
き
る
よ
う

に
思
わ
れ
る 。
私
は
以
前 、
現
代
日
本
語
に
つ
い
て
四
つ
の
段
階
が
認
め
ら
れ

る
ζ
と
を
の
ぺ
た
を1) 。
ζ
と
で
問
題
K
し
よ
う
と
す
る
名
詞
的
表
現
の
構
造

も 、
と
れ
と
密
接
な
関
係
が
あ
る
の
で 、
話
を
進
め
る
順
序
と
し
て
そ
れ
を
も 構

主主
I口
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南

不

男

う一
度
簡
単
に
く
り
か
え
し
て
お
く 。

各
段
階
に
現
わ
れ
る
要
素
お
よ
び
そ
れ

ら
の
文
法
上
の
性
格
の
あ
ら
ま
し
を
あ
げ
る 。
(
第一
か
ら
第
固
ま
で
の
各
段

階
を 、
A 、
B 、
c 、
D
で
表
わ
す)

A
の
段
階

ω

述
語
的
部
分
の
用
言 。
う
ち
け
し
か
う
ち
け
し
で
な
い
か 、
過
去
的
な
い

い
方
か
過
去
的
な
い
い
方
で
な
い
か 、
て
い
ね
い
な
い
い
方
か
て
い
ね
い
な

い
い
方
で
な
い
か 、
は
ま
だ
き
ま
っ

て
い
な
い 。
「
使
役」
「
受
け
身」
「
や

り
も
ら
い」
「
尊
敬」
の
い
い
方
は
現
わ
れ
う
る 。

ω

述
語
的
部
分
以
外
の
要
索 。

名
詞
+
格
助
詞
(
た
だ
し 、
い
わ
ゆ
る
主
語
に
は
問
題
あ
り)

情
態
副
詞
の
類

ー
ナ
ガ
ラ
(
継
続
の
窓
味
の) 、
l
ッ
ッ 、
ー

テ
(
ょ
う
す
な
ど
の
怠
味
の)

な
ど
の
従
属
句

A
の
段
階
の
要
系
ま
た
は
要
素
の
連
続
は 、
他
の
A
の
段
階
の
要
素
の
連
続
の

一
部
に
な
る
乙
と
が
で
き
る 。
ま
た 、
A
の
段
階
の
要
素
ま
た
は
要
素
の
述
続

は 、
連
休
修
飾
語
の一
部
に
な
る
ζ
と
が
で
き
る 。

B
の
段
階



名詞的表現の構造

ω

述
語
的
部
分
の
用
語 0
・っ

ち
け
し
か
う
ち
け
し
で
な
い
か 、
過
去
的
な
い

い
方
か
過
去
的
な
い
い
方
で
な
い
か 、
て
い
ね
い
な
い
い
方
か
て
い
ね
い
な

い
い
方
で
な
い
か 、
が
き
ま
る 。
ま
た 、

i
テ
イ
ル 、
ー

テ
ア
ル 、
1

テ
オ
ク 、
ー

テ
シ
マ
ウ

ー
ナ
ケ
レ
パ
ナ
ラ
ナ
イ

ー
タ
イ 、
i
テ
ホ
シ
イ

ー
ハ
ズ
(
ダ) 、
i
ソ
ウ
(
ダ)(注2) 、
ー
ノ
(
ダ) 、
t
ワ
ケ
(
ダ) 、
t
コ

ト
(
ダ) 、
l

ダ
ケ
(
ダ) 、
l
ノ
ミ

(
ダ) 、
1

7
デ
(
ダ)

な
ど
の
い
い
方
も 、
と
の
段
階
で
き
ま
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る 。

ω

述
詩
的
部
分
以
外
の
要
素 。

A
の
段
階
に
出
て
来
た
述
語
的
部
分
以
外
の
各
要
素
(
ま
た 、
乙
れ
に
係
助

詞 、
副
助
詞
が
つ
い
た
も
の〕

い
わ
ゆ
る
主
語

時
に
関
す
る
修
飾
語 、
う
ち
け
し
関
係
の
修
飾
語 、
キ
ッ
ト 、
ト

ニ
カ
ク 、

実
ニ 、
マ
コ
ト

ニ 、
ヤ
ッ

パ
リ
な
ど
の
類 、
ウ
マ
イ
コ
ト

ニ 、
感
心
ニ
モ 、

感
心
ナ
コ
ト

ニ 、
サ
イ
ワ
イ
ニ
モ 、
サ
イ
ワ
イ
ナ
コ
ト

ニ 、
残
念
ニ
モ 、
残

念
ナ
コ
ト

ニ
な
ど
の
類 。
ー

パ 、
t
タ
ラ 、
t

ナ
ラ 、
ー
ノ
デ 、
1
ノ
ニ 、

l
テ
モ 、
ー

テ
(
継
起
的
ま
た
は
並
列
的
な
動
作・
状
態
を
表
わ
す
も
の) 、

t
卜 、
ー

ナ
ガ
ラ
(
逆
接
的
な
意
味
の)
な
ど
の
従
属
句 。

B
の
段
階
の
要
素
ま
た
は
要
素
の
連
続
は 、
他
の
B
の
段
階
の
要
素
の
連
続
の

一
部
と
な
る
ζ
と
が
で
き
る 。
ま
た 、
B
の
段
階
の
要
素
ま
た
は
要
素
の
連
続

は 、
連
休
修
飾
語
の一
部
と
な
る
と
と
が
で
き
る 。

C
の
段
階

ω

述
語
的
部
分
の
用
言 。
意
志
を
表
わ
す
い
い
方
か
そ
う
で
な
い
い
い
方

か 、
推
量
を
表
わ
す
い
い
方
か
そ
う
で
な
い
い
い
方
か 、
が
き
ま
る 。

ω

述
語
的
部
分
以
外
の
要
素 。

B
の
段
階
に
出
て
来
た
述
語
的
部
分
以
外
の
各
要
素
(
A
の
段
階
で
出
て
来

た
も
の
を
含
む)

い
わ
ゆ
る
主
題
の
と
と
ば
(
tハ)

い
わ
ゆ
る
陳
述
副
詞
の
な
か
の
い
く

つ
か
(
マ
サ
ヵ 、
タ
ブ
ン
な
ど)

l
ガ 、
i
カ
ラ 、
ー

ケ
レ
ド 、
i
シ
な
ど
の
従
属
句

C
の
段
階
の
要
素
ま
た
は
要
素
の
連
続
は 、
他
の
C
の
段
階
の
要
素
の
連
続
の

一
部
と
な
る
こ
と
が
で
き
る 。
C
の
段
階
に
な
る
と 、
そ
の
要
素
ま
た
は
要
素

の
連
続
は 、
連
休
修
飾
語
の一
部
に
な
る
乙
と
が
で
き
な
い 。

D
の
段
階

ω

述
語
的
部
分
の
用
言 。
命
令
的
な
い
い
方
(
肯
定・
否
定
H

禁
止)
か 、

命
令
的
な
い
い
方
で
な
い
か 、
が
き
ま
る 。
疑
問
の
い
い
方
か 、
疑
問
の
い

い
方
で
な
い
か 、
が
き
ま
る 。
断
定
の
い
い
方
の
い
ろ
ん
な
種
類
が
で
き

る 。
そ
の
上
さ
ら
に
関
投
助
詞
が
つ
く
と
と
が
あ
る 。

ω

述
語
的
部
分
以
外
の
要
素 。

C
の
段
階
で
出
て
来
た
述
語
的
部
分
以
外
の
各
要
素
(
A 、
B
の
各
段
階
で

出
て
来
た
も
の
も
含
む)

相
手
に
対
す
る
呼
び
か
け
の
と
と
ば

接
続
詞
(
お
も
に
文
頭
に
出
て
来
る
も
の)
や
間
投
詞
の
類

疑
問
関
係
の
乙
と
ば
(
ナ
ニ 、
ダ
レ 、
ィ
ッ 、
ド
コ 、
ナ
ゼ
そ
の
他〉

ゼ
ヒ 、
ド
ウ
ゾ
な
ど

そ
の
他 、
間
投
的
に
挿
入
さ
れ
た
こ
と
ば
な
ど

こ
れ
か
ら
あ
と 、
と
こ
の
名
詞
的
表
現
と
い
う
い
い
方
に
あ
わ
せ
て 、
述

詩
文
の
各
段
階
の
要
阜県
お
よ
び
要
素
の
速
続
を
「
動
観
的
表
現」
と
呼
ぶ

と
と
が
あ
る 。
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さ
て 、
そ
れ
に
対
し
て 、
名
詞
的
表
現
に
つ
い
て
も
い
く
つ
か
の
段
階
を
認

め
る
と
と
が
で
き
な
い
だ
ろ
う
か 。
名
詞
的
表
現
の
構
造
を
明
ら
か
に
す
る
と

と
は 、
と
く
に
そ
れ
を
述
語
文
の
構
造
(
あ
る
い
は
動
詞
的
表
現
の
構
造)
と

の
関
速
に
お
い
て
明
ら
か
に
す
る
ζ
と
は 、
現
代
日
本
語
の
3
2
誌
の
体
系

全
般
を
つ
か
む
た
め
に
必
要
な
乙
と
で
あ
る 。
そ
れ
で 、
い
く
つ
か
の
段
階
が

認
め
ら
れ
る
な
ら
ば 、
そ
れ
を
は
っ
き
り
さ
せ
た
い 。

一
つ
の
手
が
か
り
と
な
る
事
実
が
あ
る 。
文
の
く
み
た
て
に
参
加
し
て
い
る

要
素
ま
た
は
要
素
の
連
続
は 、
い
わ
ゆ
る
連
休
修
飾
語
の
中
に
現
わ
れ
る
か 、

現
わ
れ
な
い
か 、
と
い
う
こ
と
を一
つ
の
め
じ
る
し
に
し
て 、
大
き
く

二
つ
に

分
け
る
と
と
が
で
き
る 。
前
に
あ
げ
た 、
述
語
文
の
四
つ
の
段
階
で
は 、
A 、

B
の
も
の
は
連
休
修
飾
語
の
中
に
現
わ
れ
う
る
の
に
対
し
て 、
c 、
D
の
も
の

は
原
則
と
し
て
現
わ
れ
え
な
い 。
そ
し
て
こ
の
区
別
は 、
動
詞
的
表
現
に
か
ぎ

ら
ず 、
こ
と
で
い
う
名
詞
的
表
現
に
つ
い
て
も
認
め
る
乙
と
が
で
き
る
を3) O

私
ノ
本 、
住
宅
ノ
申
込
ミ 、

人
ノ
多
サ 、
彼
ガ
今
度
寅
ッ

タ
自
動
車
な
ど
は 、

連
体
修
飾
語
の
中
に
現
わ
れ
う
る 。
私
ノ
本
ノ
置
キ
場
所 、
住
宅
ノ
申
込
ミ
ヲ

ト
リ
ヤ
メ
タ
理
由 、
人
ノ
多
サ
ニ
ア
キ
レ
タ
彼
等 、
彼
ガ
今
度
質
ッ

タ
自
動
車

ノ
色 。
そ
れ
に
対
し
て 、
い
わ
ゆ
る
提
示
語
に
な
っ
た
も
の
と
か 、
呼
び
か
け

の
と
と
ば 、
た
と
え
ば 、
西
ド
イ
ツ
ノ
M
市 、
コ
コ
へ
我
ガ
社
ノ
若
イ
工
員
ガ

・
:

の
西
ド
イ
ツ
ノ
M
市
と
か 、
伊
藤
サ
ン
/
な
ど
は 、
連
休
修
飾
語
の
中
に

お
さ
ま
ら
な
い
で
は
み
出
し
て
し
ま
う 。

と
に
か
く 、
と
の
二
つ
の
も
の
は
区
別
す
る
と
と
が
で
き
る 。
も
う
す
と
し

乙
ま
か
く
そ
の
構
造
を
見
る
乙
と
が
で
き
れ
ば
な
お
よ
い 。
名
詞
的
表
現
の
こ

の
こ
つ
の
区
別
は 、
前
に
の
べ
た
よ
う
に
動
詞
的
表
現
の
A
-
B
と
C
・

D
に

あ
た
る 。
そ
乙
で 、
乙
れ
は
機
械
的
な
発
想
な
の
だ
が 、
名
詞
的
表
現
に
も 、

さ
き
に
認
め
た
動
詞
的
表
現
に
お
け
る
四
つ
の
段
階
に
そ
れ
ぞ
れ
対
応
す
る
も

の
が
認
め
ら
れ
は
し
な
い
か
と
考
え
た 。
私
に
は 、
そ
れ
が
認
め
ら
れ
そ
う
に

思
わ
れ
る 。
し
か
し 、
そ
れ
に
つ
い
て
は
ま
だ
解
決
で
き
な
い
問
題
が
い
く
つ

か
あ
る 。
ま
た 、
仮
定
の
上
に
仮
定
を
積
み
重
ね
る
よ
う
に
し
て
考
え
た
部
分

も
あ
る 。
す
べ
て
の
点
で
は
っ
き
り
し
た
結
論
が
出
て
い
る
わ
け
で
は
な
い 。

(
注
1)

南
「
述
語
文
の
構
造」
(「
国
語
研
究」
問 、
一
九
六
回 、
な
お

あ
と
で
「
述
語
文」
と
略
称
す
る
こ
と
が
あ
る) 、
「
複
文」
(「
講
座
現
代

語」
6、
一
九
六
四)
多
照 。
と
こ
で
い
う
四
つ
の
段
階
の
現
わ
れ
に
関

す
る
個
々
の
事
実
に
つ
い
て
は 、
も
っ
と
よ
く
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

問
題
が
多
い 。
そ
の
一
部
に
つ
い
て
は 、
あ
と
で
ふ
れ
る 。

(
注
2)

い
わ
ゆ
る
伝
聞
の
意
味
の
も
の。

(
注
3)

南
「
文
論
の
分
析
に
つ
い
て
の
一
つ
の
試
み」(「
国
語
学」
必 、

一
九
六
一
)
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A
の
段
階
の
名
詞
的
表
現
の
現
わ
れ
と
認
め
ら
れ
る
も
の
と
し
て
は 、
ま
ず

つ
ぎ
の
よ
う
な
も
の
を
あ
げ
る
乙
と
が
で
き
る 。

話
ノ
運
ビ

住
宅
ノ
申
込
ミ

上
司へ
ノ
申
出

道
デ
ノ
遊
ピ

彼
女
ト

ノ
出
会
イ

外
国
カ
ラ
ノ
帰
リ

六
合
目
マ
デ
ノ
登
リ

ア

リ
ノ
働
キ

水
ノ
出

フ
ラ
フ
ラ
シ
タ
勤
キ

五
分
ノ
オ
ク
レ

泣
キ
ナ
ガ
ラ
ノ
ウ
ツ

タ
エ

ζ
れ
と
似
た
も
の
で 、
漢
語
ま
た
は
カ
タ
カ
ナ
の
外
来
語
を
含
む
も
の
が
あ
る 。

愛
情
ノ
表
現

加
工
品
ノ
製
造

外
国へ
ノ
出
発

飛
行
場
デ
ノ
作

業

彼
ト

ノ
喧
嘩

役
所
カ
ラ
ノ
通
知

当
社
ノ
製
造

当
局
ノ

禁
止

「
行
ケ」
ト

ノ
命
令

「
ワ
カ
ラ
ナ
イ」
ト

ノ
結
論

五
0
0

グ
ラ
ム
ノ
減
量

一
日
ノ
延
期

テ
レ
ヒ
ヲ
ミ
ナ
ガ
ラ
ノ
勉
強

新

車
ノ
ド
ラ
イ
ブ

彼
女
ト

ノ
デ
l
ト

洋
上
デ
ノ
ラ
ン
デ
ブ
ー

選



手
ノ
エ
ラ
ー

さ
ら
に
つ
ぎ
の
よ
う
な 、
動
詞
の
連
用
形
Kl
カ
夕 、
ー

ブ
リ

(
ツ

プ
リ) 、
1
ヨ

ゥ 、
ー

パ
シ
ョ 、
l
ト
コ
ロ
(
ド
コ
ロ) 、
l
ト

キ
(
ド

キ〉
な
ど
が
つ
い
た
も
の

も
そ
う
だ 。

話
ノ
運
ビ
カ
タ

モ
ノ
ノ
言
イ
カ
タ

彼
ノ
遊
ピ
ブ
リ

庖
デ
ノ
働
キ
プ
リ

手
紙
ノ
書
キ
ヨ
ウ

借
金
ノ
断
リ
ヨ
ウ

オ
金
ノ
カ
ク
シ
ド
コ
ロ

話
ノ
切
リ

上
ゲ
ド

キ

そ
う
い
え
ば 、
漢
語
で
こ
れ
に
似
た
も
の
が
い
く
ら
も
あ
る 。

冷窓口
地
帯
ノ
救
済
策

景
気
ノ
恢
復
策

経
済
状
態
ノ
改
善
案

，.
 

算
ノ
実
行
計
画

計
画
ノ
推
進
者

和
語
ま
た
は
和
語
+
漢
語
で
も
あ
る 。

京
都
カ
ラ
ノ
帰
リ

道

財
政
ノ
建
直
シ
案

オ
金
ノ
受
取
リ

人

さ
ら
に 、
形
容
詞
ま
た
は
形
容
動
詞
に 、
ー

サ
を
つ
け
て
名
詞
に
し
た
も
の
も

あ
る 。景

色
ノ
ヨ
サ

金
ノ
ナ
サ

パ
リ
ノ
ツ
マ
ラ
ナ
サ

人
ノ
多
サ

受
賞
ノ
ウ
レ
シ
サ

マ
ワ
リ
ノ
静
カ
サ

海
ノ
オ
ダ
ヤ
カ
サ

ζ
れ
ら
に
は 、
そ
れ
ぞ
れ
に
対
応
す
る
動
詞
的
表
現
を
考
え
る
ζ
と
が
で
き

る 。
最
初
に
あ
げ
た
グ
ル
ー

プ
で
は 、

話
ノ
運
ピ

Z

話
ヲ
運
ブ

住
宅
ノ
申
込
ミ

主

住
宅
ヲ
申
込
ム

上
司へ
ノ
申
出

主

上
司へ
申
出
ル

道
デ
ノ
遊
ビ

道
デ
遊
ブ

名詞的表現の構造

ヨ
チ
ヨ
チ
シ
タ
歩
キ
カ
タ

堂
々
ト

シ
タ
話
シ
ッ

プ
リ

感
情
ノ
モ
ッ

テ
行
キ
パ
シ
ヨ

エ

彼
女
ト

ノ
出
合
イ

彼
女
ト

出
合
ウ

外
国
カ
ラ
ノ
周期
リ

外
国
カ
ラ
帰
ル

六
合
目
マ
デ
ノ
受
リ

エ

六
合
目
マ
デ
登
ル

ア
リ
ノ
働
キ

エ

ア
リ
ガ
働
ク

水
ノ
出

主

水
ガ
出
ル

フ
ラ
フ
ラ
シ
タ
動
キ

エ

フ
ラ
フ
ラ
(
ト)

勤
ク

五
分
ノ
オ
ク
レ

Z

五
分
オ
ク
レ
ル

泣
キ
ナ
ガ
ラ
ノ
ウ
ツ
タ
エ

主

泣
キ
ナ
ガ
ラ
ウ
ツ

タ
エ
ル

と
れ
ら
の
動
詞
的
表
現
を
見
る
と 、
述
語
的
部
分
に
つ
い
て
も 、
述
語
的
部
分

以
外
の
要
素
に
つ
い
て
も 、
A
の
段
階
の
も
の
だ
け
で
あ
っ

て 、
B
の
段
階
以

上
の
も
の
は
現
わ
れ
る
こ
と
が
な
い 。
す
な
わ
ち 、
肯
定
か
否
定
か
が
き
ま
っ

て
い
な
い 。
過
去
的
な
言
い
か
た
か
過
去
的
な
言
い
方
で
な
い
か
も
き
ま
っ

て

い
な
い 。
て
い
ね
い
か
て
い
ね
い
で
な
い
か
も
き
ま
っ

て
い
な
い
韮1) 。
ま

た 、
述
語
的
部
分
以
外
の
要
素
と
し
て
現
わ
れ
る
の
は 、
名
詞
+
格
助
詞 、
情

態一
副
詞
の
類 、
ー

ナ
ガ
ラ
な
ど
で
あ
っ

て 、
ま
さ
に
動
詞
的
表
現
の
A
の
段
階

の
も
の
で
あ
る 。
動
詞
的
表
現
の
B
の
段
階
に
出
て
来
る
ケ
ッ
シ
テ
と
か
ロ
ク

ニ 、
ト

ニ
カ
ク 、
ヤ
ッ

パ
リ 、
t

パ 、
t

テ
モ 、
ー
ノ
デ 、
l

ニ
な
ど
は
現
わ

れ
よ
う
が
な
い 。
ま
し
て 、
c 、
D
の
段
階
の
も
の
は
現
わ
れ
な
い 。
と
の
よ

う
な
動
詞
的
表
現
に
対
応
す
る
の
だ
か
ら 、
名
詞
的
表
現
の
方
も 、
や
は
り
A

の
段
階
の
も
の
と
認
め
て
よ
さ
そ
う
に
思
わ
れ
る 。

た
だ 、
名
詞
的
表
現
に
お
い
て 、
動
詞
的
表
現
の
ば
あ
い
と一
致
し
な
い
よ

う
に
思
え
る
現
象
が
あ
る 。
そ
れ
は 、
い
わ
ゆ
る
主
語
と 、
時
に
関
す
る
修
飾

語
だ 。
前
の
例
で
い
う
と 、

ア
リ
ノ
働
キ

Z

ア
リ
ガ
働
ク

水
ノ
出

水
ガ
出
ル

予

t 主
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と
い
う
の
が
そ
れ 。
時
に
関
す
る
修
飾
語
の
も
の
は
前
に
は
あ
げ
な
か
っ
た

.カ
キ
ノ
ウ
ノ
集
マ
リ

エ

キ
ノ
ウ
築
マ
ル
(
ツ
タ)

来
年
ノ
申
込
ミ

Z

来
年
申
込
ム

動
詞
的
表
現
の
A
の
段
階
で
は 、
い
わ
ゆ
る
主
語
は
ま
だ
現
わ
れ
な
い
の
で
は

な
い
か
と岡山
わ
せ
る
現
象
が
あ
る 。
た
と
え
ば 、
i

ナ
ガ
ラ
(
継
続
の
意
味

の) 、
I
ツ
ツ
と
い
う
句
の
中
に
は 、
そ
れ
だ
け
に
お
さ
ま
る
主
語
は
出
て
来

な
い{注2) 。
時
に
関
す
る
修
飾
語
(
厳
密
に
い
う
と
そ
の
中
の
あ
る
も
の
ら
し

い
が)
も
出
て
来
な
い 。

し
か
し 、
乙
れ
に
つ
い
て
は 、
動
詞
的
表
現
の
方
の
解
釈
に
ま
だ
考
え
る
余

地
が
残
さ
れ
て
い
る
と
思
う 。
一
つ
の
考
え
方
は 、
ζ
の
種
の
従
属
句
に
お
け

る
述
語
(
的
部
分)
に
対
す
る
主
語
韮3)
は 、
い
つ
も
そ
の
従
属
句
を
含
む

文
(
主
文)
の
述
語
に
対
す
る
主
語
と一
致
す
る 、
そ
の
た
め
に
そ
の
句
の
中

だ
け
に
お
さ
ま
る
主
語
は
現
わ
れ
な
い 、
と
考
え
る
乙
と(注4)
で
あ
る 。
た

と
え
ば 、
彼ハ
飯
ヲ
食
ベ
ナ
ガ
ラ
新
聞
ヲ
読
ム
は 、
彼

||
食
ベ
ル
で
も
あ
る

し 、
彼

||
読
ム
で
も
あ
る
と
考
え
る 。
時
の
修
飾
語
に
つ
い
て
も 、
同
様
な

考
え
方
が
で
き
そ
う
だ 。
彼
女
ハ
キ
ノ
ウ
タ
バ
コ
ヲ
ク
ワ
エ
ナ
ガ
ラ
シ
シ
ュ
ウ

ヲ
シ
テ
ィ
タ

キ
ノ
ウ

||l(
タ
バ
コ
ヲ)
ク
ワ
エ
ル 、
キ
ノ
ウ

11(
シ
シ

ュ
ウ
ヲ)
ス
ル 。
と
の
よ
う
に
考
え
れ
ば 、
名
詞
的
表
現 、
動
詞
的
表
現
と
も

に 、
A
の
段
階
に
お
い
て
主
語
(
的
存
在)(注5)
あ
る
い
は
時
の
修
飾
語
を
認

め
る
乙
と
が
可
能
と
な
る 。

右
と
同
様
の
考
え
方
に
よ
っ

て 、
愛
情
ノ
表
現 、
加
工
品
ノ
製
造

新
車

/
ド
ラ
イ
ブ 、
彼
女
ト

ノ
デ
1
ト

な
ど
の
類 、
話
ノ
遂
ピ
カ
タ

彼
ノ
遊
ピ

ブ
リ

手
紙
ノ
書
キ
ヨ
ウ・
:

感
情
ノ
モ
ツ

テ
行
キ
パ
シ
ヨ

な
ど
の
類 、
冷

害
地
帯
ノ
救
済
策 、
景
気
ノ
恢
復
策
な
ど
の
類 、
財
政
ノ
建
直
シ
案
な
ど 、
そ

れ
か
ら
景
色
/
ヨ
サ・

マ
ワ
リ
ノ
静
カ
サ
な
ど
も 、
A
の
段
階
の
名
詞
的
表

現
と
認
め
ら
れ
る 。
そ
ζ
に
現
わ
れ
る
要
素
は
動
詞
的
表
現
の
A
の
段
階
の
も

の
ば
か
り
で
あ
る 。

と
乙
ろ
で 、
ほ
か
に
ま
だ 、
A
の
段
階
の
名
詞
的
表
現
と
思
わ
れ
る
も
の
が

あ
る 。
そ
の一
つ
は 、
名
詞
+
/
+
名
詞
の
形
を
も
っ
た
・も
の
だ 。

私
ノ
本

上
衣
ノ
エ
リ

測
候
所
ノ
記
録

蛙
ノ
声

裁
判
所
ノ

粉
神
病
医

宿
屋
ノ
番
頭

オ
嬢
サ
マ
ノ
相
手

窓
ノ
外

湖
水

ノ
ソ
パ

枕
モ
ト

ノ
オ
盆

海
外
ノ
日
本
人

国
際
間
ノ
問
題

昭
和
九
年
ノ
十
月

、
夏
ノ
下
痢

卒
業
生
/
大
半

院
長
ノ
田
中
氏

大
使
ト

シ
テ
ノ
S
氏

京
侃
カ
ラ
ノ
手
紙

松
江
デ
ノ
M
君

博
多

マ
デ
ノ
切
符

乙、
れ
ら
の
も
の
が
ほ
ん
と
う
に
A
の
段
階
の
も
の
か
ど
う
か 、
ま
だ
疑
わ
し
い

気
が
す
る 。
一
つ
の
問
題
は 、
乙
と
で
各
段
階
の
名
詞
的
表
現
を
動
詞
的
表
現

と
の
対
応
に
お
い
て
考
え
よ
う
と
し
て
い
る
と
と
ろ
に
あ
る 。
前
に
あ
げ
た 、

住
宅
ノ
申
込
ミ
と
か
水
ノ
出
な
ど
で
は
う
ま
い
ぐ
あ
い
に
対
応
し
た 。
し
か

し 、
私
ノ
本 、
上
衣
ノ
エ
リ
な
ど
は
そ
う
は
い
か
な
い
よ
う
に
見
え
る 。
と
に

か
く 、
と
れ
ら
に
は
動
詞
的
表
現
の
述
語
的
部
分
に
対
応
す
る
も
の
が
な
い 。

乙
れ
に
つ
い
て
は 、
つ
ぎ
に
の
べ
る
よ
う
な
と
と
を
考
え
る
乙
と
は
で
き
る 。

た
だ 、
乙
れ
は
私
ノ
本 、
上
衣
ノ
エ
リ
な
ど
を
A
の
段
階
の
も
の
と
認
め
る
積

極
的
な
根
拠
と
な
る
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い 。

そ
も
そ
も
名
詞
的
表
現
と
動
詞
的
表
現
と
を
対
応
さ
せ
て
考
え
る
と
い
う
乙

と
は
ど
う
い
う
乙
と
か
を
考
え
て
み
る
と 、
と
ん
な
と
と
が
い
え
る
の
で
は
な

い
か 。
一
般
に 、
表
現
さ
れ
た
と
と
ば
の
背
後
に
は 、
そ
の
表
現
の
対
象
と
な

る
あ
る
ひ
と
ま
と
ま
り
の
内
容
が
あ
る(注6) O
そ
れ
は
名
詞
的
な
形
で
表
現

す
る
ζ
と
も
で
き
る
し 、
ま
た
動
詞
的
な
形
で
表
現
す
る
乙
と
も
で
き
る 。
実
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名詞的表現の僻造

際
に
は 、
そ
の
ど
ち
ら
か
の
形
が
現
わ
れ
て
い
る 。
た
と
え
ば 、
住
宅
ノ
申
込

ミ
Z

住
宅
ヲ
申
込
ム
な
ら 、
〈
住
宅 、
申
込
ム
(
ミ) 、
ヲ
で
表
わ
さ
れ
る
よ
う

な
関
係〉
と
い
っ
た
内
容
が
あ
っ

て 、
そ
れ
を
ど
ち
ら
か
の
表
現
の
形
で
表
わ

し
て
い
る 。
(
と
の
よ
う
に 、
表
現
の
対
象
と
な
る
内
容
を
乙
と
ば
の
形
に
表

わ
す
ζ
と
を
「
言
語
形
式
化」
と
呼
ん
で
お
乙
う)

さ
て 、
私
ノ
本 、
上
衣
ノ
エ
リ
な
ど
の
ば
あ
い
だ
が 、
乙
れ
に
は 、
言
語
形

式
化
さ
れ
て
い
な
い
内
容
(
つ
ま
り 、
動
詞
的
表
現
に
お
け
る
述
語
的
部
分
に

あ
た
る
も
の)
が
か
な
ら
ず
あ
る
と
仮
定
す
る 。
そ
う
い
う
内
容
は
言
語
形
式

化
し
な
い
で 、
私
と
か
本 、
上
衣 、
エ
リ
に
あ
た
る
内
容
の
み
を
言
語
形
式
化

し 、
名
詞
的
表
現
に
し
た
も
の
が 、
私
ノ
本 、
上
衣
ノ
エ
リ
な
ど
だ
と
考
え

る 。
だ
か
ら 、
言
語
形
式
の
上
に
は
現
わ
れ
て
い
な
く
て
も 、
そ
れ
ら
の
背
後

に
は
動
詞
的
表
現
に
お
け
る
述
語
的
部
分
に
あ
た
る
内
容
が
あ
る
と
考
え
る 。

こ
の
こ
と
は 、
簡
単
な
集
合
計
算
に
な
ぞ
ら
え
て
わ
り
に
よ
く
説
明
で
き

る
よ
う
に
恩
わ
れ
る 。
彼
ガ
絵
ヲ
骨骨
ク
を
例
に
と
っ
て
み
よ
う 。
彼
に
あ
た

る
内
容
を
a 、
絵
に
あ
た
る
内
容
を
b 、
書
ク
に
あ
た
る
内
容
を
c
と
す
る 。

彼
ガ
骨骨
ク

ミノn
e--
:(
戸
)

絵
ヲ
骨骨
ク

σ
〉円

(
悶
)

で
そ
れ
ぞ
れ
表
わ
す 。
彼
ガ
絵
ヲ
書
ク
は 、

ω
と
ω
の
論
理
和
を
と
っ
て 、

(白
>円)
く(『
〉口)

(
ω)

と
と
ろ
で 、
と
の
削
は 、

(ω
く
『)
〉n

a
(
品)

に
変
形
で
き
る
が 、
こ
の
な
か
の
白
<
『
と
い
う
部
分
だ
げ
を一
言
語
形
式
化

し
た
も
の
が
す
な
わ
ち
彼
ノ
絵
だ
と
考
え
る 。

そ
し
て 、
言
語
形
式
化
さ
れ
た
表
現
の
背
後
に
あ
る 、
述
語
的
部
分
に
あ
た

る
内
容
と
い
う
の
は 、
一
応
は
そ
の
実
質
的
な
部
分
が
何
で
あ
る
か
は
き
め
ら

れ
な
い
よ
う
な
も
の
だ
と
考
え
る
を7) 。

と
に
か
く 、

以
上
の
よ
う
な
考
え
方
を
と
る
な
ら
ば 、
私
ノ
本 、
上
衣
ノ
エ

リ
な
ど
K
つ
い
て
も 、
そ
れ
ぞ
れ
に
対
応
す
る
動
詞
的
表
現
を
考
え
る
こ
と
が

可
能
と
な
る 。
そ
し
て
ま
た 、
そ
の
よ
う
に
し
て
考
え事り
れ
た
動
詞
的
表
現
に

は 、
B
の
段
階
で
は
じ
め
て
出
て
来
る
い
ろ
い
ろ
な
情
報
は 、
ま
だ
付
与
さ
れ

て
い
な
い
と
考
え
る
の
だ
が 、
積
極
的
な
証
拠
を
あ
げ
ら
れ
な
い
の
は
残
念

だ 。
す
く
な
く
と
も
形
の
上
で
は
B
の
段
階
に
な
っ

て
い
る
と
と
を
示
す
も
の

は
な
い 。

以
上
の
ほ
か
に 、

東
京・
大
阪

リ
ン
ゴ
・

ナ
シ
・

ブ
ド
ウ

ボ
タ
ン
ト
リ
ボ
ン

ア
ナ
タ
ト
ワ
タ
シ

サ
ラ
ミ
ニ
冷
肉
ニ
生
野
菜

京
都
カ
ラ
博
多

去
年
カ
ラ
今
年

ア
ン
チ
ョ
ビ
l

カ
イ
ク
ラ

プ
ラ
ム
ヤ
西
洋
梨

な
ど
が 、
A
の
段
階
に
は
い
る
と
恩
わ
れ
る 。
(
た
だ
し 、
あ
と
の
二
例
に
つ

い
て
は
問
題
が
あ
る
か
も
し
れ
ぬ)

と
れ
で一
応
A
の
段
階
の
も
の
に
つ
い
て
の
検
討
を
終
る
が 、
解
決
で
き
な

い
問
題
が
ま
だ
残
っ

て
い
る 。
そ
の一
つ
は 、
こ
と
で
あ
げ
た
も
の
と 、
た
と

え
ば 、酒

飲
ミ

ウ
タ
歌
イ

本
読
ミ

烏
打
チ

ヨ
チ
ヨ
チ
歩
キ

五A口
買
イ

な
ど
複
合
語
に
な
っ

て
い
る
も
の
と
の
区
別
の
問
題
だ
在
三 。
そ
の
ほ
か 、
実

は
も
う一
つ
図
っ

て
い
る
乙
と
が
あ
る 。
そ
れ
は
つ
ぎ
の
三
で
と
り
上
げ
る
つ

も
り
で
あ
る 。
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(
注
1)

動
詞
的
表
現
の
A
の
段
階
に
は 、
1-7
レ
ル 、
1

サ
セ
ル
が
つ
い

た
も
の
も
出
て
来
る
こ
と
が
で
き
る 。
こ
れ
を
連
用
形
だ
け
で
名
詞
的
表

現
に
し
た
例
は 、
現
代
日
本
語
に
は
あ
ま
り
な
い
よ
う
だ 。
普
は
あ
っ
た

ら
し
い 。
(
た
と
え
ば 、
平
家
物
語
の
「
西
光
ガ
切
ラ
レ」)
し
か
し 、1
カ

夕 、
l
ヨ
ウ
な
ど
が
つ
い
た
も
の
K
は
出
て
来
る 。
本
/
設
7
セ
カ
夕 、
上

役
カ
ラ
ノ
叱
ラ
レ
カ
夕 、
彼
/
笑
ワ
レ
ヨ
ウ
な
ど 。

(
注
2)

「
述
語
文」
三
べ
以
下
容
照 。

(
注
3)

こ
こ
で
は 、
大
ざ
っ
ぱ
に
主
語
と
い
っ
て
お
く 。
や
や
厳
密
に

い
う
な
ら
ば 、
従
属
旬
内
の
述
詩
的
部
分
の
表
わ
す
動
作
と
か
状
態
の
主

体
を
表
わ
す
部
分
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
か 。

(
注
4)

こ
う
し
た
考
え
方
は 、
以
前
長
谷
川
欣
祐
氏
が
私
信
で
示
唆
さ

れ
た
こ
と
が
あ
っ
た 。

(
注
5)

た
だ
し 、
こ
れ
は 、
た
と
え
ば
B
の
段
階
で 、
肯
定
か
否
定
か 、

過
去
的
な
言
い
方
か
過
去
的
で
な
い
言
い
方
か 、
て
い
ね
い
か
て
い
ね
い

で
な
い
か
が
き
ま
っ
た
述
語
に
対
す
る
主
語
と
は
ち
が
う 。
し
い
て
い
う

な
ら
ば 、
述
語
の
表
わ
す
動
作
と
か
状
態
の
主
体
を
表
わ
す
も
の
だ
ろ

う 。
時
の
修
飾
語
に
つ
い
て
も
似
た
事
情
が
あ
る 。

(
注
6)

内
容
に
つ
い
て
の
す
べ
て
の
情
報
の
集
合
と
い
い
た
い
と
こ
ろ

で
あ
る 。

(
注
7)

だ
か
ら
こ
そ 、
彼
ノ
ア
パ
ー
ト
と
い
っ
て
も 、

文
脈
に
よ
っ

て 、
彼
/
申
込
ム
ア
パ
ー
ト 、

彼
/
住
ム
ア
パ
ー
ト 、

彼
ノ
ス
キ
ナ
ア
パ

ー
ト 、
と
き
に
は 、
彼
ノ
逃
ゲ
出
シ
タ
ア
パ
ー
ト 、

彼
ノ
放
火
シ
タ
ア
パ

ー
ト
と
い
う
意
味
に
さ
え
も
な
り
う
る 。
た
だ
し 、
そ
の
意
味
の
範
囲
は

言
語
形
式
化
さ
れ
た
部
分
か
ら
相
当
て
い
ど
ま
で
考
え
る
こ
と
は
で
き

る 。

(
注
8)

と
の
こ
と
を 、
松
本
昭
氏
に
話
し
た
ら 、
絵
本
さ
ん
は 、
複
合

語
に
な
っ
て
る
方
が
意
味
が
限
定
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
気
が
す
る 、
ヨ
チ

ヨ
チ
シ
タ
歩
キ
カ
タ
な
ら
子
ど
も
に
つ
い
て
も
老
人
に
つ
い
て
も
い
え
る

が 、
ヨ
チ
ヨ
チ
歩
キ
の
方
は
や
っ
と
歩
き
出
し
た
子
ど
も
に
つ
い
て
し
か

い
わ
な
い
の
で
は
な
い
か 、
と
い
お
れ
た 。
そ
う
い
え
ば 、
本
読、、
\

ウ

タ
歌
イ
な
ど
に
つ
い
て
も
同
じ
よ
う
な
こ
と
が
い
え
る 。
や
は
り

何
ら
か

の
ち
が
い
が
あ
る
わ
け
で 、
そ
れ
を
見
つ
げ
出
す
の
は
今
後
の
課
題
の一

つ
だ 。
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B
の
段
階
に
属
す
る
と
考
え
ら
れ
る
も
の
に
は 、
た
と
え
ば
つ
ぎ
の
よ
う
な

の
が
あ
る 。

キ
ノ
ウ
ボ
ク
ガ
賀
ッ

タ
靴

キ
ノ
ウ
靴
ヲ
買
ッ

タ
ボ
ク

来
月ハ
コ
コ
ヘ
ハ
寄
港
シ
ナ
イ
船

オ
見
合
ノ
席
デ
ウ
ツ
ム
イ
テ
畳
ヲ
ム
シ
ッ

テ
イ
ル
娘
サ
ン

ケ
ッ
シ
テ
故
障
シ
ナ
イ
車

ロ
ク
ニ
勉
強
モ
シ
ナ
イ
学
生

ヤ
ハ
リ

帰
ッ

テ
キ
タ
F
君

ト
ニ
カ
ク
ヒ
ド
イ
目ニ
ア
ッ
タ
彼-7

ド
ン
ナ
ニ
注
意
シ
テ
モ
イ
ウ
コ
ト
ヲ
キ
カ
ナ
イ
子
ド
モ

雨
ガ
フ
レ
パ
延

期ニ
ナ
ル
運
動
会

帰
リ
ガ
オ
ソ
ク
ナ
ツ

タ
ノ
デ
奥
サ
ン
ノ
顔
ヲ
見
ル
ノ

ガ
コ
ワ
ク
テ
玄
関
ノ
前
ヲ
ウ
ロ
ウ
ロ
シ
テ
イ
ル
御
主
人

イ
ク
ラ
カ
ハ
暖
イ
ヘ
ヤ

今
年
春
カ
ラ
夏-一
カ
ケ
テ
高
カ
ッ

タ
野
菜

ホ
カ
ト

ク
ラ
ベ
テ
モ
ヤ
ッ

パ
リ

安
イ
庖

イ
ク
ラ
カ
デ
モ
静
カ
ナ
環
境

以
上
の
よ
う
な
も
の
の
ほ
か
に 、
最
後
の
名
詞
の
前
に
助
詞
ノ
が
あ
る
も
の
で

も 、
ζ
の
B
の
段
階
の
も
の
と
認
め
ら
れ
る
も
の
が
あ
る 。



ア
シ
タ
出
港
ノ
ぷ
ら
じ
る
丸

ス
コ
シ
ハ
ガ
ッ

カ
リ
ノ
彼

今
年
秋
カ

ラ
休
職
ノ
M
サ
ン

行
ッ

テ
ミ
タ
ラ
ヤ
ハ
リ

仕
事
中
ノ
佐
藤
氏

ま
た 、
つ
ぎ
の
よ
う
な
も
の
も
あ
る 。

惜
シ
イ
試
合
(
ヲ
失
ッ

タ)

幸
運
ナ
勝
チ
星
(
ヲ
ヒ
ロ
ッ

タ)

さ
ら
に 、
今
ま
で
あ
げ
て
来
た
も
の
の 、
最
後
の
名
詞
の
か
わ
り
に 、
い
わ
ゆ

る
準
体
助
詞
ノ
と
か 、
形
式
名
詞
の
類

||
コ
ト 、
ト

キ 、
ト
コ
ロ 、
タ
メ 、

ワ
ケ 、
結
果 、
関
係
な
ど
が
つ
い
た
も
の
も 、
乙
の
B
の
段
階
の
名
詞
的
表
現

と
認
め
る 。

名詞的表現の構造

ヤ
ッ

パ
リ

安
イ
ノ

イ
ク
ラ
カ
ハ
暖
イ
コ
ト

今
年
春
カ
ラ
夏ニ
カ
ケ
テ一角
カ
ッ

タ
ワ
ケ

イ
ク
ラ
カ
デ
モ
静
カ
ナ
ノ

ド
ン
ナ
ニ
注
意
シ
テ
モ
イ
ウ
コ
ト
ヲ
キ
カ
ナ
イ
タ
メ

帰
リ
ガ
オ
ソ
ク
ナ

ツ
タ
ノ
デ
奥
サ
ン
ノ
顔
ヲ
見
ル
ノ
力
コ
ワ
ク
テ
玄
関
ノ
前
ヲ
ウ
ロ
ウ
ロ
シ
テ

イ
ル
ト
コ
ロ

ヤ
ハ
リ

帰
ッ

テ
キ
マ
シ
タ
ト

キ

と
れ
ら
に
は
す
べ
て
B
の
段
階
の
動
詞
的
表
現
に
含
ま
れ
る
情
報
が
何
ら
か

の
形
で
は
い
っ

て
来
て
い
る 。
前
日札 、
A
の
段
階
と
し
た
も
の
の
な
か
に
は 、

は
い
る
と
と
が
で
き
な
か
っ
た
も
の
だ 。
た
と
え
ば 、
ヤ
ッ

パ
リ 、
ト

ニ
カ
ク 、

ケ
ッ
シ
テ 、
ロ
ク
ニ 、
イ
ク
ラ
カ
ハ 、
イ
ク
ラ
カ
デ
モ 、
今
年
春
カ
ラ
夏ニ
カ

ケ
テ。

ー
ノ
デ 、
i

テ
モ 、
iパ 、
1

テ
イ
ル 、
!

夕 、
l

ナ
ィ 、
1

7
ス
な
ど

に
よ
っ

て
表
わ
さ
れ
る
情
報
は
そ
れ
で
あ
る 。
怯
シ
イ
試
合 、
幸
運
ナ
勝
チ
星

の
類
も
そ
う
で
あ
る 。
乙
れ
ら
は
そ
れ
ぞ
れ 、
恰
シ
ク
モ
試
合
ヲ
失
ッ

夕 、
幸

運
ニ
モ
勝
チ
星
ヲ
ヒ
ロ
ッ

タ
(
の一
部)
に
対
応
す
る
と
考
え
ら
れ
る 。
と
の

惜
シ
ク
モ
と
か
幸
運
ニ
モ
は
サ
イ
ワ
イ
ニ
モ 、
サ
イ
ワ
イ
ナ
コ
ト

ニ 、
感
心
ニ

モ 、
感
心
ナ
コ
ト

ニ
な
ど
と
と
も
に 、
動
詞
的
表
現
の
B
の
段
階
で
は
じ
め
て

出
て
来
る
要
素
だ
と
考
え
ら

れ
る
韮1)。

以
上
あ
げ
た
よ
う
な
も
の
に
つ
い
て
は 、
わ
り
に
容
易
K
対
応
す
る
動
詞
的

表
現
を
見
つ
け
る
と
と
が
で
き
る 。

キ
ノ
ウ
ボ
ク
ガ
買
ッ

タ
靴 、
キ
ノ
ウ
靴
ヲ
買
ッ

タ
ボ
ク

ハ
(
ガ)
靴
ヲ
買
ッ

タ

来
月ハ
コ
コ
ヘ
ハ
寄
港
シ
ナ
イ
船
主
(
コ
ノ)
船
ハ
(
ガ)
来
月ハ
コ
コ

ヘ
ハ
寄
港
シ
ナ
イ

ヤ
ハ
リ

帰
ッ

テ
キ
タ
F
君

主
F
君
ハ
(
ガ)
ヤ
ハ
リ

帰
ッ

テ
キ
タ

今
年
春
カ
ラ
亙ニ
カ
ケ
テ
高
カ
ッ

タ
野
菜

Z

野
菜
ハ
(
ガ)
今
年
春
カ

ラ
夏ニ
カ
ケ
テ
高
カ
ッ

タ

ア
シ
タ
出
港
ノ
ぷ
ら
じ
る
丸
Z

ぷ
ら
じ
る
丸ハ
ア
シ
タ
出
港
ス
ル

行
ッ

テ
ミ
タ
ラ
ヤ
ハ
リ

仕
事
中
ノ
佐
藤
氏

主

佐
藤
氏
ハ
行
ッ

テ
ミ
タ
ラ

ヤ
ハ
リ

仕
事
中
(
デ
シ
タ)

と
れ
ら
に
つ
い
て
は 、
前
の
ニ
で
の
べ
た
よ
う
な 、
相
対
応
す
る
名
詞
的
表

現
と
動
詞
的
表
現
の
背
後
に
あ
る 、
ひ
と
ま
と
ま
り
の
内
容
を
考
え
る
こ
と
が

で
き 、
ま
た
そ
れ
は
B
の
段
階
固
有
の
情
報
を
含
む
も
の
で
あ
る
と
認
め
る
ζ

と
が
で
き
る 。
そ
し
て 、
そ
れ
以
上
の
段
階
の
情
報
は
含
ま
れ
て
い
な
い 。
そ

れ
で 、
と
れ
ら
は
ほ
ぼ
た
し
か
に
B
の
段
階
の
も
の
の
現
わ
れ
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
る 。

エ

キ
ノ
ウ
ボ
ク

と
こ
ろ
が 、
当
然
の
乙
と
な
が
ら 、
B
の
段
階
の
も
の
と
認
め
る
べ
き
か 、

A
の
段
階
の
も
の
と
認
め
る
べ
き
か 、
き
め
る
の
に
迷
う
も
の
が
い
く
つ
か
あ

る 。
た
と
え
ば 、

赤
イ
帽
子

暖
イ
ヘ
ヤ

静
カ
ナ
海

ユ
ッ

タ
リ
ト
シ
タ
態
度

緑
ノ
牧
場

茶
色
ノ
靴

降
ル
雨

流
レ
ル
水

来
ル
年

行

ク
人

帰
ル
ト
コ
ロ

大
キ
イ
ノ

小
サ
イ
コ
ト

高
価
ナ
ワ
ケ

の
よ
う
な
も
の(注2) O
さ
ら
に 、

ネ
コ
ロ
ン
デ
読
メ
ル
本

相
手
ノ
顔
ヲ
見
ナ
ガ
ラ
話
セ
ル
電
話
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な
ど
も
あ
げ
ら
れ
る 。

乙
れ
ら
は 、
そ
乙
に
現
わ
れ
て
い
る
要
素
の
か
ぎ
り
で
は 、
動
詞
的
表
現
の

B
の
段
階
で
は
じ
め
て
出
て
来
る
要
素
は
な
い
よ
う
に
見
え
る 。
み
ん
な一
応

A
の
段
階
の
も
の
ば
か
り
だ 。
意
味
に
つ
い
て
の
感
じ
に
つ
い
て
も 、
明
ら
か

に
B
の
段
階
と
認
め
ら
れ
る
も
の
は 、
内
容
が
相
当
限
定
さ
れ
て
い
る
と
感
じ

ら
れ
る
の
に 、
と
乙
で
あ
げ
た
も
の
は 、
あ
ま
り
限
定
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
な

気
が
す
る 。
し
か
し一
方
で
は 、
明
ら
か
に
B
の
段
階
の
名
詞
的
表
現
と
形
の

上
で
区
別
が
つ
か
な
い 、
と
い
う
点
を
指
摘
す
る
こ
と
も
で
き
る
を3) 。
そ

れ
に 、
媛
イ
ヘ
ヤ
は
暖
ク
ナ
イ
ヘ
ヤ
と
の 、
静
カ
ナ
ト
コ
ロ
は
静
カ
デ
ナ
イ
ト

コ
ロ
と
の
対
立
を
考
え
る
乙
と
も
で
き
る 。
そ
う
す
る
と 、
B
の
段
階
の
も
の

と
も
考
え
ら
れ
る 。
今
の
と
乙
ろ 、
私
は 、
乙
れ
ら
の
も
の
は
ま
ず
A
の
段
階

で
現
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
強
い
と
考
え
て
い
る
が 、
ま
だ
は
っ
き
り

し
た
決
定
は
で
き
ず
K
い
る 。

(
注
1)

「
述
語
文」
十
三 、
十
四
ぺ
多
照 。

(
注
2)

こ
う
い
っ
た
も
の
の
存
在
は 、
鈴
木
重
幸
氏
か
ら
教
え
ら
れ
た 。

(
注
3)

つ
ぎ
の
よ
う
な
ち
が
い
は
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る 。
キ
ノ
ウ

買
ッ
タ
赤
イ
靴
と
赤
イ
キ
ノ
ウ
買
y
タ
靴
と
を
く
ら
べ
る
と 、
前
の
方
が

ふ
つ
う
の
順
序
の
よ
う
な
気
が
す
る 。
す
な
わ
ち 、
赤
イ
靴
の
結
び
付
き

が
さ
き
に
あ
っ
て 、
そ
れ
に
昨
日
買
γ
タ
が
つ
く
も
の
の
よ
う
で
あ
る 。

今
年
発
明
サ
レ
タ
相
手
ノ
顔
ヲ
見
ナ
ガ
ラ
話
セ
ル
電
話
と
相
手
ノ
顔
ヲ
見

ナ
ガ
ラ
話
セ
ル
今
年
発
明
サ
レ
タ
電
話
に
つ
い
て
も
同
犠 。
し
か
し 、
と

の
現
象
に
し
て
も 、
と
う
し
た
ち
が
い
が 、
A
の
段
階
と
B
の
段
階
と
の

ち
が
い
に
あ
た
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は 、
別
に
検
討
す
る
必
要
が
あ

ヲ也 。

四
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C
の
段
階 、
D
の
段
階
に
な
る
と 、
こ
れ
は
今
ま
で
の
A 、
B
両
段
階
と
は

た
い
へ
ん
ち
が
っ

て
く
る 。
c 、
D
の
も
の
は 、
連
体
修
飾
語
ま
た
は
そ
の一

部
に
な
れ
な
い 。
と
い
うζ
と
は 、
常
識
的
な
意
味
で
の
名
詞
勾
お
よ
び
そ
の

構
造
が
問
題
に
な
る
の
は
A 、
B
ま
で
で
あ
っ

て 、
c 、
D
と
な
る
と 、
そ
れ

と
は
全
然
ち
が
っ
た
意
味
で
の
文
法
上
の
性
格
が
問
題
に
な
る
と
い
う
と
と
を

意
味
す
る 。
動
詞
的
表
現
と
対
応
さ
せ
て
考
え
る
に
し
て
も 、
A 、
B
の
ば
あ

い
と
同
じ
よ
う
に
は
い
か
な
い 。

そ
乙
で 、
C
の
段
階 。
た
と
え
ば
つ
ぎ
の
よ
う
な
も
の 。

西
ド
イ
ツ
ノ
M
市 、
コ
コ
へ
我
ガ
社
ノ
若
イ
工
員
ガ
毎
年
十
名
ズ
ツ
派
遣
サ

レ
テ
イ
マ
ス

コ
ノ
電
器
材
料
ナ
ン
カ
ニ
使
ウ
ベ
ー
ク
ラ
イ
ト 、
コ
レ
ハ
石
炭
酸
ト

ホ
ル
マ

リ
ン
ナ
ド
カ
ラ
ッ
ク
ラ
レ
ル

パ
テ
ニ 、
冷
肉ニ 、
上
等
ノ
葡
萄
酒 、
コ
レ
ガ
私
ノ
献
立
デ
ス
ワ

素
材
ガ
反
映
シ
タ
モ
ノ 、
ソ
レ
ヲ
話
題
ト

名
付
ケ
マ
ス

す
ぐ
考
え
つ
く
こ
と
が
で
き
る
の
は 、
ζ
う
し
た
い
わ
ゆ
る
提
示
語
の
類
で
あ

ヲ匂 。前
に
も
の
べ
た
よ
う
に 、
動
詞
的
表
現
に
対
応
す
る
名
詞
的
表
現
を
考
え
る

と
い
う
ζ
と
は 、
動
詞
的
な
形
で
表
わ
さ
れ
て
い
る
も
の
と
あ
る
点
で
は
同
じ

内
容
が 、
名
詞
的
な
形
で
も
表
わ
さ
れ
る
と
考
え
る
乙
と
で
あ
る 。
そ
し
て 、

C
の
段
階
の
名
詞
的
表
現
で
は 、
と
の
段
階
で
は
じ
め
て
現
わ
れ
る
内
容
が
表

わ
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る 。
い
わ
ゆ
る
提
示
諮
と
い
う
の
は 、
動
詞
的
表
現
の
ば

あ
い
C
の
段
階
で
現
わ
れ
る
も
の
だ 。
従っ
て
C
固
有
の
内
容
が
そ
こ
に
表
わ

さ
れ
て
い
る
は
ず
だ 。
乙
の
よ
う
に
考
え
て
く
る
と 、
つ
ぎ
の
よ
う
な
も
の
も



こ
乙
に
な
ら
べ
て
あ
げ
て
い
い
の
で
は
な
い
か
と
思
う 。
た
と
え
ば 、

パ
セ
リ

ハ
二
ッ

三
ツ
ニ
切
リ
マ
シ
タ
モ
ノ
ヲ
入
レ
マ
シ
ョ
ウ

ソ
パ
ナ
ラ
ソ
コ
ノ
カ
ド
ノ
庖
ガ
イ
イ
ゼ

ツ
ケ
ア
ワ
セ
ノ
パ
レ
イ
シ
ヨ

デ
ゴ
ザ
イ
マ
ス
ガ 、
コ
レ
ハ
タ
テ
ニ
四
ツ
カ
六

ツ
ニ
ワ
ッ

タ
モ
ノ
ヲ

塩 、
コ
シ
ョ

ウ
デ
味
ヲ
ト
ト

ノ
エ
タ
モ
ノ
デ
ゴ
ザ

名詞的表現の構造

イ
マ
ス

乙
れ
ら
を 、
ζ
乙
で
い
う
意
味
の
名
詞
的
表
現
と
す
る
ζ
と
に
は
異
論
が
あ
る

か
も
し
れ
な
い
が 、
す
く
な
く
と
も 、
前
に
あ
げ
た
も
の
と
共
通
し
た
性
格
が

あ
る
と
と
は
否
定
で
き
な
い 。
さ
ら
に 、

火
事
/

七
時
ノ
ニ
ュ
ー

ス
(
ニ
ュ
ー

ス
の
最
初
に
い
う
乙
と
ば)

モ
ジ
リ
ア
ニ
ト

ユ
ト
リ
ロ
(
画
集
の
題)

ソ
レ
カ
ラ
ツ
ケ
ア
ワ
セ
ノ
ジ
ャ
ガ
イ
モ

ハ
イ
オ
茶

な
ど
も 、
ま
ず
と
の
C
の
段
階
に
現
わ
れ
る
の
で
は
な
い
か 。
ま
た 、
乙
の
段

階
に
な
る
と 、
い
わ
ゆ
る
従
属
句
の
類
が
名
詞
的
表
現
の
な
か
に
現
わ
れ
る
と

と
さ
え
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
恩
う 。

小
サ
ナ
オ
子
サ
ン
ナ
ラ
ズ
ト

モ
コ
レ
ヲ
コ
ウ
チ
ク
リ
ト

サ
サ
レ
ル
ト

キ
ノ
ア

ノ
痛
サ 、
ナ
ン
ト

モ
イ
エ
ナ
イ
気
が
イ
タ
シ
マ
ス

彼
カ
ラ
ア
ズ
カ
ッ

テ
キ
タ
金
ヲ
女
ノ
親ニ
ム
リ
ニ
オ
シ
ツ
ケ
テ
逃
ゲ
ル
ヨ
ウ

ニ
帰
ッ

テ
キ
7
シ
タ
ガ
ソ
ノ
ト

キ
ノ
間
ノ
慈
サ 、
モ
ト

モ
ト

ズ
ウ
ズ
ウ
シ
イ

私
モ
コ
ン
ナ
思
イ
ヲ
シ
タ
コ
ト

ハ
ア
マ
リ
ゴ
ザ
イ
7
セ
ン

五

D
の
段
階 。
や
は
り
C
の
ば
あ
い
と
同
じ
よ
う
に
考
え
る 。
D
の
段
階
(
動

詞
的
表
現
の)
で
出
て
来
る
内
容
が
加
わ
っ
た
も
の 。
そ
の一
般
的
な
特
徴

は 、
ど
く

大
ざ
っ
ぱ
に
い
っ

て 、
話
手
の
相
手
に
対
す
る
何
ら
か
の
働
き
か
け

の
意
味
が
あ
る
と
と
で
は
な
い
か
と 、
私
は
考
え
て
い
る 。

伊
藤
サ
ン
/

ケ
ン
チ
ャ
ン
(
ア
ソ
ボ
ウ)

オ
ネ
エ
サ
ン
ッ
タ
ラ
/

オ
父
サ
ン
ッ

テ
パ
/

と
う
い
っ
た
呼
び
か
け
の
も
の
を 、
ま
ず
あ
げ
る
乙
と
が
で
き
る 。
そ
れ
か

ら 、
つ
ぎ
に
あ
げ
ら
れ
る
の
は
命
令
の
意
味
を
も
っ
た
も
の
で
あ
る 。

ハ
ヤ
ク
行
ク
コ
ト

/

八
ペ
ー

ジ
カ
ラ
十
六
ペ
ー

ジ
マ
デ
カ
ナ
ラ
ズ
読
ン
デ
ク
ル
コ
ト

水
/
(
H

水
ヲ
モ
ッ

テ
コ
イ)

コ
ッ

チ 、
コ
ッ

チ
/
(
H
コ
ッ

チ
ヘ
コ
イ 、
コ
ッ

チ
ニ
置
ケ
な
ど)

乙
う
い
う
も
の
を
あ
げ
出
す
と 、
ダ
を
つ
け
た
も
の
の
な
か
に
も
こ
の
類
に
は

い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
も
の
が
あ
る 。

水
ダ
/

ビ
l

ル
ダ
/

櫛
ダ
ッ

/

石
ケ
ン
ダ
ッ

/

ま
た 、
呼
び
か
け
の
と
命
令
の
が
い
っ
し
ょ

に
な
っ
た
も
の
も
あ
り
う
る 。

オ
イ
ネ
エ
チ
ャ
ン 、
酒
/

キ
ャ
ッ

チ
ャ
ー 、

ボ
ー

ル
/
(
H

キ
ャ
ッ

チ
ャ
ー 、

ボ
ー

ル
ヲ
返
セ
な
ど)

東
京
の 、
四
十
才
ぐ
ら
い
か
ら
上
の
女
の
人
が
使
う
表
現
で 、

ト
ッ

テ
モ
タ
ノ
シ
イ
コ
ト
ヨ

ソ
リ
ャ
ア
キ
レ
イ
ナ
コ
ト
ヨ

コ
レ
イ
タ
ダ
イ
テ
イ
イ
コ
ト
?

私
コ
コ
ニ
イ
テ
イ
イ
コ
ト
?

と
い
う
の
が
あ
る 。
と
れ
ら
も 、
D
の
段
階
の
名
詞
的
表
現
の
例
と
見
ら
れ
な
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く
は
な
い
と
思
う
の
だ
が 、
ζ
の
へ
ん
に
な
っ

て
来
る
と 、
動
詞
的
表
現
と
の

さ
か
い
自
が
問
題
で
あ
る 。
一
般
的
に
い
っ

て 、
c 、
D
の
段
階
に
な
る
と 、

名
詞
的
表
現
と
動
詞
的
表
現
と
の
区
別
が
は
っ
き
り
し
な
く
な
っ

て
来
る
面
が

あ
る
と
思
う 。

60 

占
J、

以
上
を
要
す
る
に 、
つ
ぎ
の
よ
う
な
乙
と
が
い
え
る
と
思
う 。

ω

名
詞
的
表
現
に
も 、
動
詞
的
表
現
の
ば
あ
い
と
同
じ
く
A 、
B 、
c 、
D

の
四
つ
の
段
階
が
認
め
ら
れ
そ
う
で
あ
る 。

ω

名
詞
的
表
現
と
動
詞
的
表
現
の
各
段
階
は 、
そ
れ
ぞ
れ
相
対
応
し
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る 。
と
い
う
ζ
と
か
ら 、
表
現
の
対
象
と
な
る 、
あ
る
ひ
と
か

た
ま
り
の
内
容
が
あ
っ

て 、
実
際
K
は
そ
れ
を
名
詞
的
な
形
で
表
わ
す
か 、

動
詞
的
な
形
で
表
わ
す
か
し
て
い
る
の
だ 、
と
考
え
る
と
と
が
可
能
と
な
る 。

ω
A
の
段
階
か
ら
D
の
段
階
に
い
た
る
ま
で 、
そ
れ
ぞ
れ
の
段
階
固
有
の
内

容
が
あ
っ

て 、
そ
れ
が
そ
れ
ぞ
れ
の
段
階
で
付
け
加
え
ら
れ
る
と
考
え
ら
れ

る 。
と
れ
は 、
名
詞
的
表
現
の
ば
あ
い
も
動
詞
的
表
現
の
ば
あ
い
と
同
様
で

あ
る 。

ω

実
際
に
わ
れ
わ
れ
の
自
に
ふ
れ
る
(
耳
に
き
乙
え
る
?)
形
の
名
詞
的
表

現
は 、
四
つ
の
段
階
を
か
な
ら
ず
経
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る 。
乙
れ
ま
た 、

動
詞
的
表
現
の
ば
あ
い
と
同
様
で
あ
る 。


